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この場合 cattishは -nessと接続することが出来るが、oldishは -nessと接続





oldと -ishが -nessを c統御出来ない理由で -nessとの接続が不可能になると
考えられている。
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うことが出来るかをテストした。ここでは Kiparsky （1982）の LOHのモデ
ルを使っており、例えば複合語 mice-infestedと＊rats-infestedのどちらが正
しいかという場合、miceも ratsもどちらもネズミという語の複数形で、複
合語自体は LOHにおいてレベル 2として扱われ、レベル 1である miceと




















言及している Kiparsky （1982）の捉え方では LOHの制約を屈折や複合にま





















































































































































































































50　　西 　 里 英
り、例として -mentと -alの接続において、ornamentalという語はあっても、 














＊ 1Tyler and Nagy （1989）の報告
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